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ヒストンの糖修飾（H2A の 40 番目セリンの O-GlcNAc 修飾 : 
H2A-GlcNAc）（Sci Rep. 6:31785,2016）を中心に話題を提供したい。 
 H2A-GlcNAc は(1) 遺伝子発現を可能とするヌクレソームの緩んだ領
域に存在し、(2) ゲノム修復能を有していることが明らかになってきた。
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